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『晋書』巻六 元帝紀を読む

佐藤大朗（ひろお）

【原文】

晋書斠注巻六

帝紀第六

元帝

元皇帝諱睿、字景文、宣帝曾孫、琅邪恭王

覲之子也[一]。咸寧二年、生於洛陽、有神光

之異[二]、一室尽明、所藉藳如始刈。及長、

白豪生於日角之左[三]、隆準龍顔、目有精曜、

顧眄煒如也[四]。年十五、嗣位琅邪王。幼有

令１聞。

〔校勘〕

１．百衲本・中華書局本は、「問」につくる。

［斠注］

［一］文選勧進表注王隠晋書曰、元帝、琅邪

共王之長子睿。魏書作叡。世説言語篇注

朱鳳晋書曰、諡法始建国都曰元。

［二］類聚十晋中興書曰、誕有神光。

［三］御覧三百六十四王隠晋書曰、元帝白毫

生額上有光明。

［四］世説言語篇注朱鳳晋書曰、少而明恵。

《訓読》

元皇帝 諱は睿、字は景文、宣帝の曾孫
げんこうてい いみな えい あざな けいぶん せんてい そうそん

にして、琅邪恭王の覲の子なり[一]。咸寧二
ろう や きょうおう きん かんねい
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〈二七六〉年、洛陽に生まれ、神光の異有り
しんこう い

[二]、一室 尽 く明るく、藉く所の藳 始め
ことごと し わら

て刈るが如し。 長 ずるに及び、白豪 日角
ちょう はくごう にっかく

〈額〉の左に生え[三]、 隆 準 なる〈鼻梁の
りゅうじゅん

高い〉龍顔にして、目に精曜有り、顧眄す
りゅうがん せいよう こ べん

る〈見わたす〉に煒如たる〈眼光が鋭い〉な
い じょ

り[四]。年十五にして、位 琅邪王を嗣ぐ。
くらい ろう や おう つ

幼くして令聞〈よき誉れ〉有り。
れいぶん

［斠注］

［一］文選勧進表注〈引〉王隠『晋書』に
もんぜんかんじんひょう いん おういん しんじょ

曰く、「元帝は、琅邪共王の長子たる睿
げんてい ろう や きょうおう ちょう し えい

なり」と。〈魏収〉『魏書』は「叡」に作
ぎ しゅう ぎ しょ えい つく

る。『世説〈新語〉』言語篇注〈引〉朱鳳
せ せつ しん ご げん ご へん しゅほう

『晋書』に曰く、「『諡法』に「始めて国都
しんじょ し ほう こく と

を建つるは元と曰ふ」と」と。
た げん い

［二］『〈藝文〉類聚』〈巻〉十〈所引〉『晋中興書』
げいもん るいじゅう しんちゅうこうしょ

に曰く、「誕いに神光有り」と。
おほ しんこう

［三］『〈太平〉御覧』〈巻〉三百六十四〈所
たいへい ぎょらん

引〉王隠『晋書』に曰く、「元帝 白毫〈白
おうしん しんじょ はくごう

い細毛〉額の上に生えて光明有り」と。
こうみょう

［四］『世説〈新語〉』言語篇注〈引〉朱鳳『晋書』
せ せつ しん ご げん ご へん しゅほう しんじょ

に曰く、「少くして明恵なり」と。
わか めいけい

【原文】

及恵皇之際、王室多故、帝毎恭倹退譲、以

免於禍。沈敏有度量、不顕灼然之迹、故時人

未之識焉。惟侍中嵇紹異之、謂人曰、琅邪王

毛骨非常、殆非人臣之相也。
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《訓読》

恵皇の際〈二九〇～三〇七年〉に及び、王室
けいこう おうしつ

多故〈多事多難〉なり、帝 毎に恭倹〈つづ
た こ

まやか〉にして退譲〈ひとに謙譲〉し、以て禍
か

を免る。沈敏にして〈落ち着いて聡く〉度量
まぬか ちんびん ど りょう

有り、灼然の〈著しく目立つ〉迹を顕さず、故
しゃくぜん せき あらは ゆえ

に時人 未だ之 識らざるなり。惟だ侍中の
じ じん いま これ し た じ ちゅう

嵇紹 之を異とし、人に謂ひて曰く、「琅邪
けいしょう い い いは

王の毛骨〈容貌〉常に非ず、殆ど人臣の相
もうこつ ほとん じんしん そう

に非ざるなり」と。


